


















































































































































































































Position　Error（％） 一10 一8 一6 一4 一2 0 2 4 6
Number　of　Fish 0 0 ’2 8 15 1 4 0 0Total
kength Rate（％） 0 0 7 27 50 3 13 0 0
Number　of　Fish 1 2 0 5 9 3 7 1 2Body
cepth Rate（％） 3 7 0 17 30 10 23 3 7
単位で処理領域を選択できるため，画像処理に必要な
プレーンメモリ容量を従来の方式に比べ1／10以下に
減少でき，識別処理の高速化を図れることが明らかに
なった．
4．テクスチャ解析による色特徴抽出
　ここでは，魚体の形状特徴を抽出することにより得
られた情報を元に幾つかの小領域を決定し，その領域
におけるテクスチャ解析の効果について検討する．
　Fig．4（a）および（b）にマサバ（Scomber　Japonicus）
およびゴマサバ（Scomber　Australasicus）の色特徴抽
出領域を示す．通常，マサバとゴマサバの特徴の差は
腹部において最も顕著に現れる4｝．ここでは，縦24画
素，横32画素の小領域5）において赤，緑および青色の3
原色毎に並列処理を行う．Fig．5にこの小領域におけ
るマサバとゴマサバの赤色に対する濃度ヒストグラム
を示す．図より，マサバとゴマサバは異なった分布と
形状を示しており，同科の魚種に対しても識別可能な
ことが分かる．次に，同時生起行列をこの小領域に適
用した場合のマサバとゴマサバの比較を示す．
　Fig．6（a）は赤色のコントラスト，　Fig．6（b）は緑色
の2次モーメント（0度方向）に対する画素問距離7
の関係を表している．コントラストに対しては，Fig．6
（a）に示した赤色のように緑および青色も同様の傾向
を示し，γが増加するに従ってマサバとゴマサバの差
は顕著に現れる1一方，2次モーメントに対しては
Fig．6（b）に示す緑色のみが良好な結果を示す．
　以上より，小領域に対して濃度ヒストグラムおよび
同時生起行列を適用し，同訓の魚種に対して識別が可
能なことを明らかにした．また，赤，緑および青色の
3原色毎に処理することが有効なことが確かめられた．
　これらのことから，ここで示した魚種識別のアルゴ
リズムは画面の分割処理，色分割処理等の並列処理に
適しており，Fig．1のシステムを用いて高速特徴抽出
処理が可能なことが分かる．
　Fig．7にFig．1で提案した高速カラー画像識別シス
テムの試作機の外観を示す．装置の上段には左からイ
ンタフェースユニットの基板およびDSP＃1から＃6
の6枚の基板が格納されている．これらの基板は背面
のVMEバスにより結合されている．下段にはシステ
ムコントローラのDSP＃7から＃10の4枚の基板が
入っている，これら下段の基板はホストコンピュータ
としてのマイクロコンピュータPC9801の拡張用ス
ロットバスと接続されている．また，ピクセルプロセッ
サユニットとシステムコントローラ間のバスおよびシ
ステムコントローラを構成するDSP間のリングによ
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（a）Scomber　japonicus
（b）Scomber　australasicus
Fig．4　Feature　extraction　region．
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Fig．5Comparison　of　fish　using　the　amplitude　histogram．
るインターコネクションネットワークはフラットケー
ブルにより結合されている．このように提案したシス
テムは拡張性，柔軟性に富む構造をしている．
　この試作機による実験では，前述の6魚種に対して
1尾当り250msec．以下の高速で識別が良行に行える
ことが確認された．
5．む　す　び
以上，処理対象あるいは処理内容に応じて各プロ
セッサに割当てられた処理領域を柔軟に変化させ，高
速化を図ったカラー画像識別システムを設計，製作し，
魚種識別へ応用した．その結果を要約すれば以下のよ
うになる．
　（1）提案したシステムは処理に応じて画素単位で処
理領域を選択できるため，画像の形状特徴抽出に必要
なプレーンメモリの容量を1画面全てを使用する従来
の方式に比べ1／10以下に減少できる．
　（2）提案した高速形状特徴抽出アルゴリズムによれ
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Fig．6Comparison　of　fish　using　the　co－occurrence　matrix．
ぱ，マサバ，ゴマサバ，マアジ，ムロアジ，マイワシ，
ウルメイワシの6種30尾の魚の全長および体高を
±10％以下の誤差で高速に計測できる．
　（3）魚体の小領域に対して赤，緑および青色の3原
色毎に濃度ヒストグラムおよび同時生起行列を適用す
ることにより三三の魚種の識別が可能である．
　（4）提案した魚種識別アルゴリズムは画面の分割処
理，色分割処理等の並列処理に適しており，試作した
並列処理方式のシステムに適用した場合，前述の6魚
種に対して1尾当り250msec．以下の高速で良行に魚
種識別を行えることが確かめられた．
　最後に，本研究に対してナガサキ・テクノポリス財
団常務理事三原資巨氏および長崎県工業技術センター
所長長田純夫氏にはご支援戴いたことを記し，感謝の
意を表わす．
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Fig．7Appearance　of　the　designed　and　constructed　system．
